
 

 

 

本資料・図面などの著作権は(株)竹中工務店に帰属します。 

本工事は舞台装置用の附帯鉄骨（すのこ・ぶどう棚）を 2階スラブ上にて地組

みし、二層構造からなる鉄骨を一体の揚体として正規位置までリフトアップし

定着及び接続させる。 

作業性の良い位置での地組みにより鉄骨建方を安全かつ精度良く行うことがで

きる。また、従来の全面棚足場工法と比較し、安全・品質・工期においてメリ

ットがある。 

以上を目的としリフトアップを実施する。 
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すのこリフトアップ範囲

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

本工事は 2階スラブ上にて地組みした、すのこ鉄骨を油圧ジャッキ・PC鋼より線（φ21.8）を使用し定着位置まで揚重（リフトアップ） 

する工法である。 

屋根トラス内部に山留主材を梁渡しで流し、その上にセンターホールジャッキ（50t-200ストローク)を 1支点に付き 1台設置する。 

吊点は全 15支点になっており、合計 15台のセンターホールジャッキを使用する。（センターホールジャッキは屋根トラスリフトアップに使用 

した物と同じ） 

2階レベルにて仮設梁（H-300）及び、上段鉄骨であるぶどう棚の地組みを行う。地組み完了後、PC鋼より線と仮設梁を接続し、一旦、上段鉄骨 

のみでリフトアップを行う。 

次に下段鉄骨であるすのこ鉄骨の地組み及び、舞台装置の据え付け工事を行う。 

上記、工事完了後、上段鉄骨をリフトダウンさせ下段鉄骨と接続し、一体でリフトアップを行い上部屋根トラスと接続・定着させる。 

なお、リフトアップ装置の選定や管理値は『工事概要書 36-2』と同様に設定している。 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

  

 

 

工 事 名 称 住不有明北 3-1地区 B-1棟 新築工事 

所 在 地 東京都江東区有明 2丁目 1-203他 

建 築 主 住友不動産株式会社 

設 計 竹中工務店一級建築士事務所 

施 工 竹中工務店 

工 期 2017年 10月 1日～2020年 3月 31日 

建 物 用 途 イベントホール・商業・ホテル 

階 数 B1階,F16階,棟屋 1F 構 造 SRC,S造 

建 築 面 積 5,383.22㎡ 延 床 面 積 84,839.06㎡ 

工法 

リフトアップ工法 

揚体：上段・下段すのこ鉄骨（2層） 

重量：200ton 揚程：約 24ｍ 

面積：約 1,690㎡（845㎡×2層）（22.7ｍ×37.2ｍ） 

吊材：PC鋼より線 φ21.8 

吊点：全 15支点（50t-200st油圧ジャッキ 1支点/１台） 

計測：リニアエンコーダー（LUP量、ストローク量） 

  ：圧力変換器 

  ：計測管理 PCによる集中計測管理・制御 

■ 施工写真 

36－3 住不有明北3-1地区B-1棟 新築工事 ホール内 すのこ鉄骨リフトアップ工事 36 

・リフトアップ時は圧力変換器（荷重）、変位計センサ（相対変位差）を使用し、リフトアップ中の計測結果をリアルタイムで監視する。 

計測結果が各管理値より逸脱しないよう、集中操作ユニット・計測 PCにて油圧 

ジャッキを自動制御する。 

本工事における変位管理値は復帰値：20mm、制御値：30mm、停止値:40mmと設定した。 

全 15吊点の相対差が制御値内の場合は全てのジャッキが動作し全点でリフトアップを行う。 

最大値と最小値が制御値に達した場合、先行している吊点のジャッキは作動待機状態となり、その他の吊点でリフトアップを行う。 

リフトアップ計測値の最大値と最小値の相対差が復帰値に収まったら、作動待機していたジャッキを動作復帰させ、全点でのリフトアップを再開する。 

万が一、リフトアップ計測値の最大値と最小値が停止値に達した場合は、全点のジャッキを停止し、作動待機させる。 

 

 

■ リフトアップ制御システム 

■ リフトアップ概要 

■ 工事概要 

現場東西断面図 

リフトアップの目的 

リフトアップ範囲 

ホール棟 

ホテル棟 

リフトアップ STEP 

588

G51
1,200

G52
1,200

x1,200

G51
1,200

x1,200

sb58m

x300

G11
700

x300

G11
700

x300

MR1

x2,800

FG15
1,200

G91 G97
1,200

x2,800
1,200

x1,200

FG15
1,200

x2,800

x1,200

9,0009,0009,0009,0009,000

技術ギャラリー

△

水上コン天 RFL+320

浮き床
配線ピット

（※防振装置の仕様・数量・配置は

塗膜防水(TAG）

G71
2,000

x1,000

sb30
300
x150

sb44
446

x199

1,200
x2,800

2,000
x1,000

G71

G68

駐車場

DS EPS

DS EPS

DS EPS

DS EPS

（スロープ）

車路

DPS 廊下2

△

水下コン天 RFL±0

第1

木繊セメント板 t=50打込

DS EPS

sb30
300
x150

吸音天井A

遮音壁の上

1,200
x1,600

FG15
1,200

x2,800

FG15

トラス
無耐火

　　　　　　　　　　Ⅰ型H32@30
キャットウォーク床：グレーチング スチール

(TP+4.60)

　　　アスファルト防水（TＷ）
床：真空コンクリート t=150

冷却塔補給水槽 雨水調整槽雨水調整槽雨水調整槽雨水調整槽

雨水調整槽

吸音天井A

(ステージ系空調機)sb70m

腰壁：コンクリート打放し補修

　　　B-FUE1

▽3FL

▽4FL

▽2FL

▽5FL

▽6FL

▽

防振装置

　　構造図参照）

RC

縦使い
ALC板 t=100

▽1FL(HO)

(3枚張)

吸音壁A
(3枚張)

588

FG41
1,200

x2,800

FG241
1,200

x7,100

G241
1,200

x1,300

588
x300

sb58m

x300

588
sb58m

x300

588
sb58m

x300

sb59

すべり支承

見切：特注ゴム W=165

sb70m

x300
700

sb70m

x300
700

x300
700

木繊セメント板
t=50打込

5

A615

3

A611

4

A611

4

A607

sb58m

G221
900

x350

sb58m

x300

G11
900

x400

Hb20w
200

x200

588
sb58m

x300

588
sb58m

x300

596
x199

588
sb58m

x300

G11
900

x400

Hb20w
200

x200

588

点検歩廊

B1a
700

x300

B2b
700

x350

Vc
300

x300

sb30
300

x150

sb30
300

x150

sb39m
390

x300

▽B1FL(HO)
(TP-3.40)

125

P-1

x125

P-2

125
x125

P-2

300
x300

200
x200

250
x125

125
x125

125
x125

シーリング

　　　　　　　　　　焼付塗装(黒艶無し)

sb15Asb15A
C-150x75x10x6.5 C-150x75x10x6.5

P-1

P-2

P-1

P-1

H=1,200

塗膜防水(PB-1）5面塗膜防水(PB-1）5面

sb30
300
x150

sb30
300
x150

F11

P11

F11

P11

F11

P11

F11

P11

F11

P12B

塗膜防水(PB-1）5面

塗膜防水(PB-1）5面

499
sb49

x199

499
sb49

x199

塗膜防水(PB-1）5面

塗膜防水(PB-1）5面

壁：コンクリート打放し補修の上
　　DP-1級塗装

499
sb49

x199

499
sb49

x199

仮設梁(吊梁)

▽M6FL

5
,6

0
0

6
,0

0
0

7
,2

0
0

7
,1

0
0

5
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5
0

4
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0
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START

END

油圧ジャッキ 

仮設梁・上段鉄骨 

PC 鋼より線 

仮設梁・上段鉄骨地組み 

588

G51
1,200

G52
1,200

x1,200

G51
1,200

x1,200

sb58m

x300

G11
700

x300

G11
700

x300

MR1

x2,800

FG15
1,200

G91 G97
1,200

x2,800
1,200

x1,200

FG15
1,200

x2,800

x1,200

9,0009,0009,0009,0009,000

技術ギャラリー

△

水上コン天 RFL+320

浮き床
配線ピット

（※防振装置の仕様・数量・配置は

塗膜防水(TAG）

G71
2,000

x1,000

sb30
300
x150

sb44
446

x199

1,200
x2,800

2,000
x1,000

G71

G68

駐車場

DS EPS

DS EPS

DS EPS

DS EPS

（スロープ）

車路

DPS 廊下2

△

水下コン天 RFL±0

第1

木繊セメント板 t=50打込

DS EPS

sb30
300
x150

吸音天井A

遮音壁の上

1,200
x1,600

FG15
1,200

x2,800

FG15

トラス
無耐火

　　　　　　　　　　Ⅰ型H32@30
キャットウォーク床：グレーチング スチール

(TP+4.60)

　　　アスファルト防水（TＷ）
床：真空コンクリート t=150

冷却塔補給水槽 雨水調整槽雨水調整槽雨水調整槽雨水調整槽

雨水調整槽

吸音天井A

(ステージ系空調機)sb70m

腰壁：コンクリート打放し補修

　　　B-FUE1

▽3FL

▽4FL

▽2FL

▽5FL

▽6FL

▽

防振装置

　　構造図参照）

RC

縦使い
ALC板 t=100

▽1FL(HO)

(3枚張)

吸音壁A
(3枚張)

588

FG41
1,200

x2,800

FG241
1,200

x7,100

G241
1,200

x1,300

588
x300

sb58m

x300

588
sb58m

x300

588
sb58m

x300

sb59

すべり支承

見切：特注ゴム W=165

sb70m

x300
700

sb70m

x300
700

x300
700

木繊セメント板
t=50打込

5

A615

3

A611

4

A611

4

A607

sb58m

G221
900

x350

sb58m

x300

G11
900

x400

Hb20w
200

x200

588
sb58m

x300

588
sb58m

x300

596
x199

588
sb58m

x300

G11
900

x400

Hb20w
200

x200

588

点検歩廊

B1a
700

x300

B2b
700

x350

Vc
300

x300

sb30
300

x150

sb30
300

x150

sb39m
390

x300

▽B1FL(HO)
(TP-3.40)

125

P-1

x125

P-2

125
x125

P-2

300
x300

200
x200

250
x125

125
x125

125
x125

シーリング

　　　　　　　　　　焼付塗装(黒艶無し)

sb15Asb15A
C-150x75x10x6.5 C-150x75x10x6.5

P-1

P-2

P-1

P-1

H=1,200

塗膜防水(PB-1）5面塗膜防水(PB-1）5面

sb30
300
x150

sb30
300
x150

F11

P11

F11

P11

F11

P11

F11

P11

F11

P12B

塗膜防水(PB-1）5面

塗膜防水(PB-1）5面

499
sb49

x199

499
sb49

x199

塗膜防水(PB-1）5面

塗膜防水(PB-1）5面

壁：コンクリート打放し補修の上
　　DP-1級塗装

499
sb49

x199

499
sb49

x199

仮設梁(吊梁)

▽M6FL

5
,6

0
0

6
,0

0
0

7
,2

0
0

7
,1

0
0

5
,5

5
0

4
,5

0
0

START

END
仮設梁・上段鉄骨 

LUP 

下段鉄骨 

588

G51
1,200

G52
1,200

x1,200

G51
1,200

x1,200

sb58m

x300

G11
700

x300

G11
700

x300

MR1

x2,800

FG15
1,200

G91 G97
1,200

x2,800
1,200

x1,200

FG15
1,200

x2,800

x1,200

9,0009,0009,0009,0009,000

技術ギャラリー

△

水上コン天 RFL+320

浮き床
配線ピット

（※防振装置の仕様・数量・配置は

塗膜防水(TAG）

G71
2,000

x1,000

sb30
300
x150

sb44
446

x199

1,200
x2,800

2,000
x1,000

G71

G68

駐車場

DS EPS

DS EPS

DS EPS

DS EPS

（スロープ）

車路

DPS 廊下2

△

水下コン天 RFL±0

第1

木繊セメント板 t=50打込

DS EPS

sb30
300
x150

吸音天井A

遮音壁の上

1,200
x1,600

FG15
1,200

x2,800

FG15

トラス
無耐火

　　　　　　　　　　Ⅰ型H32@30
キャットウォーク床：グレーチング スチール

(TP+4.60)

　　　アスファルト防水（TＷ）
床：真空コンクリート t=150

冷却塔補給水槽 雨水調整槽雨水調整槽雨水調整槽雨水調整槽

雨水調整槽

吸音天井A

(ステージ系空調機)sb70m

腰壁：コンクリート打放し補修

　　　B-FUE1

▽3FL

▽4FL

▽2FL

▽5FL

▽6FL

▽

防振装置

　　構造図参照）

RC

縦使い
ALC板 t=100

▽1FL(HO)

(3枚張)

吸音壁A
(3枚張)

588

FG41
1,200

x2,800

FG241
1,200

x7,100

G241
1,200

x1,300

588
x300

sb58m

x300

588
sb58m

x300

588
sb58m

x300

sb59

すべり支承

見切：特注ゴム W=165

sb70m

x300
700

sb70m

x300
700

x300
700

木繊セメント板
t=50打込

5

A615

3

A611

4

A611

4

A607

sb58m

G221
900

x350

sb58m

x300

G11
900

x400

Hb20w
200

x200

588
sb58m

x300

588
sb58m

x300

596
x199

588
sb58m

x300

G11
900

x400

Hb20w
200

x200

588

点検歩廊

B1a
700

x300

B2b
700

x350

Vc
300

x300

sb30
300

x150

sb30
300

x150

sb39m
390

x300

▽B1FL(HO)
(TP-3.40)

125

P-1

x125

P-2

125
x125

P-2

300
x300

200
x200

250
x125

125
x125

125
x125

シーリング

　　　　　　　　　　焼付塗装(黒艶無し)

sb15Asb15A
C-150x75x10x6.5 C-150x75x10x6.5

P-1

P-2

P-1

P-1

H=1,200

塗膜防水(PB-1）5面塗膜防水(PB-1）5面

sb30
300
x150

sb30
300
x150

F11

P11

F11

P11

F11

P11

F11

P11

F11

P12B

塗膜防水(PB-1）5面

塗膜防水(PB-1）5面

499
sb49

x199

499
sb49

x199

塗膜防水(PB-1）5面

塗膜防水(PB-1）5面

壁：コンクリート打放し補修の上
　　DP-1級塗装

499
sb49

x199

499
sb49

x199

仮設梁(吊梁)

▽M6FL

5
,6

0
0

6
,0

0
0

7
,2

0
0

7
,1

0
0

5
,5

5
0

4
,5

0
0

START

END

下段鉄骨 

仮設梁・上段鉄骨 

下段鉄骨 

仮設梁・上段鉄骨 

LUP 

588

G51
1,200

G52
1,200

x1,200

G51
1,200

x1,200

sb58m

x300

G11
700

x300

G11
700

x300

MR1

x2,800

FG15
1,200

G91 G97
1,200

x2,800
1,200

x1,200

FG15
1,200

x2,800

x1,200

9,0009,0009,0009,0009,000

技術ギャラリー

△

水上コン天 RFL+320

浮き床
配線ピット

（※防振装置の仕様・数量・配置は

塗膜防水(TAG）

G71
2,000

x1,000

sb30
300
x150

sb44
446

x199

1,200
x2,800

2,000
x1,000

G71

G68

駐車場

DS EPS

DS EPS

DS EPS

DS EPS

（スロープ）

車路

DPS 廊下2

△

水下コン天 RFL±0

第1

木繊セメント板 t=50打込

DS EPS

sb30
300
x150

吸音天井A

遮音壁の上

1,200
x1,600

FG15
1,200

x2,800

FG15

トラス
無耐火

　　　　　　　　　　Ⅰ型H32@30
キャットウォーク床：グレーチング スチール

(TP+4.60)

　　　アスファルト防水（TＷ）
床：真空コンクリート t=150

冷却塔補給水槽 雨水調整槽雨水調整槽雨水調整槽雨水調整槽

雨水調整槽

吸音天井A

(ステージ系空調機)sb70m

腰壁：コンクリート打放し補修

　　　B-FUE1

▽3FL

▽4FL

▽2FL

▽5FL

▽6FL

▽

防振装置

　　構造図参照）

RC

縦使い
ALC板 t=100

▽1FL(HO)

(3枚張)

吸音壁A
(3枚張)

588

FG41
1,200

x2,800

FG241
1,200

x7,100

G241
1,200

x1,300

588
x300

sb58m

x300

588
sb58m

x300

588
sb58m

x300

sb59

すべり支承

見切：特注ゴム W=165

sb70m

x300
700

sb70m

x300
700

x300
700

木繊セメント板
t=50打込

5

A615

3

A611

4

A611

4

A607

sb58m

G221
900

x350

sb58m

x300

G11
900

x400

Hb20w
200

x200

588
sb58m

x300

588
sb58m

x300

596
x199

588
sb58m

x300

G11
900

x400

Hb20w
200

x200

588

点検歩廊

B1a
700

x300

B2b
700

x350

Vc
300

x300

sb30
300

x150

sb30
300

x150

sb39m
390

x300

▽B1FL(HO)
(TP-3.40)

125

P-1

x125

P-2

125
x125

P-2

300
x300

200
x200

250
x125

125
x125

125
x125

シーリング

　　　　　　　　　　焼付塗装(黒艶無し)

sb15Asb15A
C-150x75x10x6.5 C-150x75x10x6.5

P-1

P-2

P-1

P-1

H=1,200

塗膜防水(PB-1）5面塗膜防水(PB-1）5面

sb30
300
x150

sb30
300
x150

F11

P11

F11

P11

F11

P11

F11

P11

F11

P12B

塗膜防水(PB-1）5面

塗膜防水(PB-1）5面

499
sb49

x199

499
sb49

x199

塗膜防水(PB-1）5面

塗膜防水(PB-1）5面

壁：コンクリート打放し補修の上
　　DP-1級塗装

499
sb49

x199

499
sb49

x199

仮設梁(吊梁)

▽M6FL

5
,6

0
0

6
,0

0
0

7
,2

0
0

7
,1

0
0

5
,5

5
0

4
,5

0
0

START

END
仮設梁・上段鉄骨 

LD 

仮設梁・上段鉄骨 

下段鉄骨 

上段 LUP・下段鉄骨地組み 上段 LD・上下接続 上下一体 LUP 

油圧ジャッキ設置 仮設梁-上段鉄骨組立 

アンカークレビス部 

下部吊点 

下段鉄骨組立 

上段鉄骨リフトアップ 

上段鉄骨リフトダウン前状況 上段鉄骨リフトダウン 舞台装置据え付け 

上段・下段鉄骨接続 上段・下段鉄骨一体リフトアップ状況-1 上段・下段鉄骨一体リフトアップ状況-2 リフトアップ完了 

計測画面 変位計センサ(LUP量) 

油圧システム図 圧力変換器(荷重) 

リフトアップ範囲 

司令室 

2 階設置 

トラス階平面図 

司令室外観 

司令室内観 


